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と倣定 して､A材を積分 して得られる凝縮エネルギー (Hc～2600e)と常磁性エネルギー
(xnHc22r2)との比較から大雑把にその減少分を見積もると､高々1%程度のオーダーである.
最近のNMRの実験によると､HHcに対してB相の弱磁場領域ではナイトシフトの減少が見ら
れ､ペアスピンの異方性が確かに存在していることがわかっている. しかしH>Hm･1#3kOeで
はナイトシフトの減少は見られない｡この結果はHc,,･tにおいてdベクトルの回転が起きている
ことを示唆しており､この場合､高磁場領域で見られるAMの異方性をどう理解するかは問題
として残る｡dベクトルの回転に伴って磁化にも異常が現れることが予想されるが､現在のと
ころ実験の精度内で観測されていない｡この点についてはスピン磁化率の割合が小さい(NMR
の結果)ことに加えてdベクトルの回転が連続的であるために変化量が小さく検出できていな
い可能性はある｡
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